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特別養護老人ホームヴィラトピア知立

小規模特養では定期的に出前を頼みますが、ご利用者様

のお気に入りナンバーワンは断トツで『お寿司』です。数

日前からメニューを見て、何にしようか？どなた様も真剣

に迷われます。この日に限っては

食欲不振の方もしっかり召し上が

っていただく事ができます。ある

ご利用者様は「一昔前は『贅沢は

敵（てき）だ!!』と言ったけど、
今では『贅沢は素敵（すてき）だ

！』」と言われ、大きな声で笑っ

ていました。

ᾋὨό̵ᾗώ ෆ။ᯮ

။ ᯮ ήὦᾓὪώ

ヴィラ・ドラ知竜会（野球観戦同好会）

６月某日、ご利用者様にバジルの鉢植えを見ていただき

ました。小さな白い花を咲かせた鉢を目の前にして「いい

においがするねぇ」、「かわいい花だねぇ」という声があ

がり「肉の臭み消しやスパゲティ

に混ぜたりして使うんですよ」と

いう説明に「ほんとうなの？」と

興味深げな顔をされていました。

目と手と鼻で、初夏の花を楽しん

でいただけたひとときでした。

デイサービスでは手作業をご利用者様と楽しんでいます。

今回は「毛糸のぬいぐるみキーホルダー」を作りました。

難しいところは職員が手助けをして、４０分程で完成♪。

作られた方とそれぞれのぬいぐ

るみの顔が、なんとなく似てい

らっしゃるような・・・。可愛

く出来て皆様大満足でした。

理事長の「同好会を作り活性化を」の言葉に「ヴィラ

・ドラ知竜会」を発足しました。活動の拠点は、ナゴヤ

ドームです。昨年は、団体１０名で観戦し中日スポーツ

新聞の「団体さん、いらっしゃい」に掲載されました。

今年の活動は、女子会からスタート。特典付きの座席を

ゲット、試合終了後、グランドに入り選手とハイタッチ。

先日は１６名で巨人戦に行って来ました。他部署との交

流の場になり、みんな興奮状態。初参加の理事長は、他

の観客席の方と意気投合し盛り上がっていました。試合

結果は、延長１２回引き分けと長い試合でしたが、試合

後の食事会も、興奮が冷めやまない楽しいひと時となり

ました。野球のルールを知らないメンバーもいますが、

みんなが１つになった瞬間です。

ケアハウスでは、ご利用者様の個別の要望にお応えする
取り組みを行っています。先日、「お好み焼きが食べたい」
との声が上がり、５人のご利用者様をお連れしました。
ランチメニューは、お好み焼きに
天むす、サラダ、味噌汁が付く豪華
なもの。さらにホルモン焼きやデザ
ートまで注文され、その食べっぷり
に同行の職員は、ただビックリ！
「次はステーキもいいわね」との声
も出て、お連れした職員も満足しま
した。



PT通信

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
平
成
二
十
七
年
五
月
～

平
成
二
十
七
年
八
月
末
日
）

特
養
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

ケ
ア
ハ
ウ
ス
・
ヘ
ル
パ
ー
・
小
規
模
特
養
の

ご
利
用
者
様
、
ご
家
族
様
並
び
に
関
係
者
の
皆
様

か
ら
の
お
心
尽
く
し
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。

厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

防安委員会（小規模）

特養ではフロアごとに毎日リハビリ体操を実施して

います。背中を伸ばして、足を上げて、と大きく身体

を動かすことで、筋力・関節可動域を維持することを

目的としています。身体を動かすことがあまりお好き

でない方でも、周りの雰囲気につられて一緒になって

手足を動かしてくださり

、「あんたもやらな！」

とご利用者様同士で声を

かけ合う様子が見られた

りしています。皆様で励

ましあいながら、元気に

過ごせるよう日々頑張っ

ていただいています。

小規模特養防安委員会では、毎月出た事故報告書

やひやりハット報告書についての話し合いを行い、

事故の再発・防止に日々努めています。また２ヶ月

に１度、介護技術勉強会を防安委員が主体で行って

おり、勉強会の資料作り・進行方法などの話し合い

を行っています。勉強

会が始まり今年度で２

年目、昨年度よりも実

のある勉強会になるよ

うに努力していきたい

と考えてます。
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当施設では抵抗力の弱いご利用者様が大勢生活されています。こうした環境では感染症

が広がりやすくなってしまいます。

そこで、当委員会では感染症・食中毒を予防する体制を整備し、関連部署を中心に常日頃

から対策を実施すると同時に、感染症が発生した場合には敏速、かつ適切な対応ができる

ように努めています。

感染症・食中毒予防対策委員会


